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2022 年 7 月 11 日

【
う
ら
へ
続
く
】

民
主
主
義
を
破
壊
す
る
テ
ロ
に
断
固
抗
議
す
る

　
　  

日
本
共
産
党
委
員
長
　
志
位
和
夫
（
８
日
）

一
、
安
倍
晋
三
元
首
相
が
、

演
説
中
に
銃
撃
を
受
け
、

ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と
に
、

心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。
回
復
を
願
っ
て

い
た
だ
け
に
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

一
、
言
論
を
暴
力
で
封
殺

す
る
こ
と
は
、
民
主
主
義

を
破
壊
す
る
最
も
憎
む
べ

き
行
為
で
あ
り
、
強
い
憤

り
を
も
っ
て
断
固
糾
弾
し

ま
す
。
と
り
わ
け
、
選
挙

中
と
い
う
民
主
主
義
に

と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な

時
期
に
、
卑
劣
な
蛮
行
が

起
き
た
こ
と
は
、
絶
対
に

許
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ

と
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
言
論

の
自
由
を
暴
力
で
封
殺
す

る
、
あ
ら
ゆ
る
テ
ロ
行
為

を
許
さ
な
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
力
を
つ
く
す
も

の
で
す
。

一
、
私
は
、
安
倍
晋
三
氏

と
は
、
政
治
的
立
場
を
異

に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

同
年
に
生
ま
れ
、
当
選
も

同
期
で
、
同
時
代
を
生
き

た
も
の
と
し
て
、
そ
の
ご

逝
去
は
、
と
て
も
さ
み
し

く
、悲
し
い
思
い
で
す
。重

ね
て
深
い
哀
悼
の
意
を
表

す
る
も
の
で
す
。

　

安
倍
元
首
相
が
奈
良
市

で
街
頭
演
説
中
に
銃
撃
さ

れ
死
亡
（
８
日
）。「
驚
い

た
。
日
本
で
こ
ん
な
事
件

が
起
き
る
と
は
」「
容
疑
者

は
元
海
上
自
衛
隊
員
だ
っ

た
と
い
う
」「
言
論
を
暴
力

で
封
じ
る
こ
と
は
絶
対
に

許
さ
れ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
大
規
模
通
信

障
害
（
2
～
５
日
）。「
au

な
ど
最
大
３
９
１
５
万
回

線
に
影
響
し
た
」「
完
全
復

旧
は
発
生
か
ら
86
時
間
後

だ
っ
た
」「
影
響
し
た
件
数

も
時
間
も
過
去
最
大
規
模

だ
」「
影
響
は
個
人
の
通
話

だ
け
で
な
く
、
金
融
や
物

流
サ
ー
ビ
ス
な
ど
広
い
分

野
に
及
ん
だ
」「
公
衆
電
話

を
探
し
て
い
る
人
も
い

た
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
公
衆
電
話
の

設
置
場
所
を
確
認
で
き

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
８
日
、東
京
都
の
新
た
な

　

今
年
度
予
算
で
防
衛
省

の
研
究
開
発
費
が
、大
学
・

研
究
機
関
な
ど
の
主
要
な

学
術
研
究
資
金
の
一
つ

「
科
学
研
究
費
助
成
事
業
」

（
科
研
費
）
を
抜
き
、過
去

最
大
の
２
９
１
１
億
円
に

急
増
、昨
年
度
の
１
・
４
倍

近
く
に
も
な
り
ま
し
た
。

ミ
サ
イ
ル
開
発
（
３
９
３

防
衛
省
の
研
究
開
発
費
が
急
増

科
研
費
を
抜
き
過
去
最
大

　
　

学
術
研
究
を
軍
事
研
究
の
枠
に
誘
導
か

億
円
）、次
期
戦
闘
機
の
開

発
（
８
５
８
億
円
）、敵
の

ド
ロ
ー
ン
兵
器
を
無
力
化

す
る
高
出
力
マ
イ
ク
ロ
波

照
射
技
術
の
実
証
（
72
億

円
）
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

防
衛
省
の
研
究
開
発
費

は
こ
の
数
年
で
一
気
に
増

加
。
自
民
党
内
に
は
、
５

年
以
内
に
１
兆
円
規
模
ま

で
大
幅
に
増
や
そ
う
と
す

る
動
き
が
あ
り
ま
す

（
図
）。

　

大
学
・
研
究
機
関
の
研

究
費
が
足
り
な
い
中
で
、

防
衛
省
の
研
究
開
発
費
激

増
と
合
わ
せ
て
特
定
の
分

野
が
軍
事
研
究
の
枠
に
誘

導
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

「
軍
事
対
軍
事
」
の
大
軍
拡
で
な
く
、  

  

９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を 感

染
者
は
８
７
７
７
人
。

３
日
連
続
の
８
０
０
０
人

を
超
え
、前
週
の
約
２
・
５

倍
に
急
増
し
た
」「
専
門
家

会
議
が
第
７
波
に
入
っ
た

と
分
析
し
、
感
染
力
が
強

い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ｂ
Ａ
・

５
の
置
き
変
わ
り
を
指
摘

し
た
」「
感
染
者
が
２
週
間

後
１
万
５
０
０
０
人
、
４

週
間
後
に
は
約
５
万
５
０
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

０
０
人
と
予
測
し
て
い

る
」「
高
齢
者
の
４
回
目
の

接
種
が
重
要
と
の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
。「
ロ
シ
ア
軍
が
東
部

の
ド
ネ
ツ
ク
州
へ
の
攻
勢

を
強
め
た
」「
ス
ラ
ビ
ャ
ン

ス
ク
の
市
長
が
死
者
が
80

人
以
上
に
達
し
た
と
明
ら

か
に
し
た
」「
ロ
シ
ア
軍
が

国
際
条
約
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を

使
用
し
た
よ
う
だ
。
卑
劣

だ
」「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
新
戦
略

明
な
ど
に
世
論
の
批
判
が

強
ま
っ
て
い
た
」「
ウ
ソ
や

不
祥
事
を
ご
ま
か
す
日
本

と
は
大
違
い
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
リ
ー
グ
。「
８
日
、大

谷
が
オ
ー
ル
ス
タ
ー
開
幕

投
手
に
選
ば
れ
た
」「
６
月

　

志
位
氏
は
、「
首
相
は

『
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

東
ア
ジ
ア
の
明
日
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
』
と
繰
り

東アジアの軍事的緊張と分断
を激化させた岸田発言
NATO首脳会議での首相の姿勢
　　志位委員長が批判

　

１
９
８
６
年
に
経
団
連

は
「
所
得
税
体
型
の
是
正
、

法
人
税
の
適
正
化
」
を
提

起
、そ
の
財
源
と
し
て「
国

民
が
広
く
薄
く
負
担
す
る

税
体
系
」
を
提
言
。
自
民

党
は
売
上
税
の
導
入
を
め

ざ
し
ま
し
た
が
国
民
の
反

発
で
撤
回
。
そ
の
後
89
年

消
費
税
は
法
人
税
減
税
の
財
源

　
経
団
連
文
書
が
証
拠

　

社
会
保
障
財
源
だ
か
ら
減
税
で
き
な
い
は
ウ
ソ

に
税
率
３
％
で
消
費
税
導

入
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

税
率
５
％
へ
の
ア
ッ
プ

で
も
経
団
連
が
暗
躍
。
93

年
、「
所
得
税
、
法
人
税
を

減
税
す
る
と
と
も
に
、
消

費
税
を
基
幹
的
な
税
制
と

し
て
位
置
づ
け
る
」
と
し

て
消
費
税
税
率
引
き
上
げ

を
提
案
。
97
年
に
税
率

５
％
に
増
税
。
２
０
１
７

年
に
は
経
団
連
が
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
「
希
望
の
国
、
日

本
」
を
公
表
。
そ
の
中
で

法
人
税
の
大
幅
引
き
下
げ
、

個
人
所
得
減
税
と
消
費
税

税
率
の
７
％
、
10
％
へ
引

き
上
げ
を
提
案
。
安
倍
政

権
は
14
年
に
税
率
を
８
％
、

19
年
に
10
％
に
増
税
し
ま

し
た
。

　
「
社
会
保
障
財
源
だ
か

ら
減
税
で
き
な
い
」
は
欺

瞞
。
経
団
連
文
書
が
証
拠

で
す
。
消
費
税
財
源
の
大

半
は
法
人
税
減
税
財
源
と

し
て
消
え
ま
し
た
。

返
し
、
約
束
し
た
こ
と
は

軍
事
費
の
『
相
当
な
規
模

で
の
増
額
』
だ
っ
た
。
こ

れ
は
、
東
ア
ジ
ア
で
の
軍

事
的
緊
張
、『
軍
事
対
軍

事
』の
対
抗
と
分
断
を
、激

化
さ
せ
る
も
の
だ
」
と
批

判
。「
い
か
に
し
て
外
交
の

力
で
こ
の
地
域
に
戦
争
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

か
、
平
和
的
な
関
係
を
つ

く
る
か
。
こ
こ
に
心
を
砕

く
べ
き
な
の
に
、
そ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
な
か
っ

た
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

核兵器禁止条約を批准

マラウイが 66力国目

　

ア
フ
リ
カ
南
部
の
マ
ラ

ウ
イ
が
６
月
29
日
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准
書
を

国
連
に
寄
託
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
批
准
し
た
の

は
66
カ
国
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ウ
イ
の
外
交
方
針

の
基
本
文
書
は
、
優
先
課

題
の
一
つ
と
し
て
「
核
兵

器
を
含
む
す
べ
て
の
大
量

破
壊
兵
器
の
一
掃
を
目
指

す
国
際
的
な
努
力
を
支
持

す
る
」
と
明
記
、
チ
ャ
ク

ウ
ェ
ラ
大
統
領
は
昨
年
の

国
連
総
会
で
、
安
保
理
常

任
理
事
国
の
核
兵
器
の
大

規
模
な
貯
蔵
や
、
他
の

国
々
の
核
保
有
の
野
望
が

「
核
の
な
い
世
界
と
い
う

夢
を
脅
か
し
て
い
る
」
と

指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

標準時の１秒の精度を向上

　　情報通信研究機構

　

情
報
通
信
研
究
機
構
が

開
発
し
た
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
光
格
子
時
計
は
安
定
化

し
た
周
波
数
の
光
を
生
成

し
、
10
年
近
く
世
界
の
多

数
の
機
関
で
測
定
し
て
、

不
確
か
さ
が
極
め
て
小
さ

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
光
を
マ
イ
ク
ロ
波
の

電
気
信
号
に
変
換
し
、
原

子
時
計
の
マ
イ
ク
ロ
波
と

比
較
し
、
原
子
時
計
の
周

波
数
調
整
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　

こ
の
結
果
、
協
定
世
界

時（
国
際
原
子
時
に
同
調
）

に
対
し
、
日
本
の
標
準
時

の
ず
れ
を
従
来
の
10
億
分

の
20
秒
か
ら
10
億
分
の
５

秒
以
内
に
精
度
を
向
上
さ

せ
ま
し
た
。
開
発
成
果
は

国
際
的
な
秒
の
再
定
義
に

貢
献
す
る
と
い
い
ま
す
。

29
日
に
は
今
季
１
０
０
奪

三
振
に
到
達
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
日
本
の
オ
ー
ル
ス

タ
ー
戦
で
は
、
佐
々
木
朗

希
投
手
が
ト
ッ
プ
で
選
ば

れ
た
」

に
よ
る
軍
事
態
勢
強
化
に

ロ
シ
ア
は
反
発
し
て
い
る
。

軍
事
対
軍
事
の
悪
循
環

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

７
日
、
英
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
首
相
辞
任
。「
政
権
幹
部

が
次
々
と
辞
任
し
、
自
ら

も
辞
職
に
追
い
込
ま
れ

た
」「
コ
ロ
ナ
下
で
の
パ
ー

テ
ィ
参
加
や
、
虚
偽
の
弁


